
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３０８ 

令和５年度 家庭科 

 

教科 家庭 科目 家庭基礎 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 家庭基礎「気づく力 築く未来」 （実教出版） 

副教材等 2023 生活ハンドブック （第一学習社） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

自立した生活に向けてこれから必要となっていく知識・技術を学び、しっかりと定着させましょ

う。そのために、頭も体も積極的に動かしましょう。 

 

 ・生活の充実向上を図るための知識は、基礎的な内容から理論もしっかりとおさえて学習し、

身に着けていきます。 

 ・基礎的な知識をしっかりと定着させるためにも、生活の様々な現象や、生活上の課題につい

て、ワークショップや実習などを通して考え、理解を深めていきます。 

 ・身に着けた知識・技術は、しっかりと実生活で役立てながら、定着させていきます。実生活

で使いながら、新たな課題を発見、解決し、よりよい生活を目指していきます。 

 

卒業後も、自立した生活に向けて、必要な知識・技術を使い、また学び続けていけるよう、一年間

しっかりと準備していきましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

家族や生活の営みを人の一生とのかかわりの中でとらえ，家族や家庭生活のあり方，子供と高

齢者の生活と福祉，生活の自立のための衣食住や消費生活などの基礎的な人の一生と家族・家庭

及び福祉、衣食住、消費生活などに関する基礎的・基本的な知識と技術を身につける。 

生活課題を主体的に発見、解決し、自ら家庭や地域の生活の充実向上を図る能力と実践的な態

度を身につける。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

生涯にわたる発達と非常時

なども含めた生活の営みを

総合的に捉え，家族・家庭

の意義，社会との関わりに

ついて理解を深め，生活を

主体的に営むために必要な

家族・家庭，衣食住，消費

や環境などについて理解

し，技能を身につけている。 

生涯を見通して，家庭や地域

及び社会における生活の中か

ら問題を見いだして課題を設

定し，解決策を構想し，実践

を評価・改善し，考察したこ

とを根拠に基づいて論理的に

表現するなどして課題を解決

する力を身につけている。 

習得した知識・技術を、実生

活に生かし，家族や地域の

人々と協働して生活する中で

発見した課題の解決に主体的

に取り組んだり，振り返って

改善したりして，自分や家庭，

地域の生活の充実向上を目指

し、実践しようとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 

学 

期 

"

自
分
ら
し
い
生
き
方
と
家
族 

" 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・生涯発達 

・人生のデザイン 

・青年期の生き方 

・男女共同参画社会 

・家庭・家族と法律 

a:発達課題・生活資源について理

解している。4つの自立について

理解し、雇用形態・家事労働の意

義など、様々な労働について多角

的に理解できる。家族に関する法

律、人の一生にかかわる法律など

について知識が身についている。 

b: 自分の適性について考え、自

立へむけて課題を発見し，自身の

将来について思考・判断すること

ができる。法律と自分のかかわり

について理解し，よりよい生き方

について思考・判断することがで

きる。家庭生活・家事労働につい

て話合い，課題が見つかれば改善

するなど、よりよい方法について

思考・判断できる。 

c: 男女共同参画社会など，現在

の社会的状況について，興味を持

って知ろうとする態度がある。成

年年齢の変更や理由，権利と責任

などについて，考えようとし、18

歳成人の意義を適切にとらえて

準備している。DV ついての理解

を深め，自分が加害者にも被害者

にもならないようにするために

はどうしたらよいか，考えようと

している。 

定期考査 定 期 考

査 

 

ワークシ

ート 

 

レポート

課題 

授業観察 

 

ワ ー ク シ

ート 

 

振り返り 

 

レ ポ ー ト

課題 



 

※令和４年度以降入学生用 

子
ど
も
と
か
か
わ
る 

・子どもの誕生 

・子どもの発達 

・生活習慣と健康 

・子どもの食生活・衣生活 

・子どもと遊び 

・親になることを考える 

・健やかに育つ環境と支援 

・子どもを守る法律・制度 

a:誕生から幼児期までの子ども

のからだ，運動機能，知的な発達

について理解する。子どものもの

の見方・感じ方には子ども独特の

世界があることが理解できる。 

遊びの意義と形態を理解し，遊び

は子どもの発達にとって重要な

ものであることを理解する。生命

の尊さ，子育ての意義について理

解することができる。 

子どもの人間形成には，保育者や

まわりの人とのかかわりが重要

であり、子どもの発達における豊

かな人間関係や地域環境・社会環

境の重要性，福祉について理解で

きる。 

b: 今の 10代の健康が，子どもの

命にかかわっていること、妊娠の

成立から誕生までを理解するこ

とにより，現在の過ごし方につい

て正しく思考・判断できる。 

c:積極的に、妊婦体験・子どもの

視野体験・保育人形体験に取り組

み、課題を自ら見出している。子

どもの豊かな人間形成のために，

どのように環境を整えていくべ

きかについて興味を持って知ろ

うし、積極的にできることから実

践していこうとする態度がある 

定期考査 定 期 考

査 

 

ワークシ

ート 

 

レポート

課題 

授業観察 

 

ワ ー ク シ

ート 

 

振り返り 

 

レ ポ ー ト

課題 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

２
学
期 

高
齢
者
と
か
か
わ
る 

・高齢社会に生きる 

・高齢者を知る 

・高齢者のサポートと介護 

・高齢社会を支えるしくみ 

a: 加齢に伴う心身の変化や特徴

について理解し，その変化につい

ては個人差があることも理解で

きる。高齢者にとって家族とはど

のような存在なのか，高齢者の経

済状況や社会参加状況などにつ

いて理解を深めることができる。

高齢期に関する制度，特に介護保

険についてなぜこのような制度

が必要なのかを理解し，また，高

齢社会を社会全体で支えるしく

みを理解することができる。 

b: 理解した高齢者の症状と接し

方をもとに，相手のことを理解

し，支えられる側から，支える側

になっていくために必要なこと

について、思考・判断できる。 

c: 自身の高齢期までに必要な準

備、高齢期の過ごし方について自

身のこと，家族のことと結びつけ

ながら考え、積極的にできること

から実践していこうとする態度

がある。高齢者体験に積極的に取

り組み、自ら課題を見出してい

る。 

定期考査 定 期 考

査 

 

ワークシ

ート 

 

レポート

課題 

授業観察 

 

ワ ー ク シ

ート 

 

振り返り 

 

レ ポ ー ト

課題 



 

※令和４年度以降入学生用 

衣
生
活
を
つ
く
る 

・人と衣服のかかわり 

・健康で安全な衣服 

・衣服素材の種類と特徴、性

能と改善 

・衣生活の計画と購入 

・衣服の管理 

・家庭での洗濯・保管 

・持続可能な衣生活をつくる 

a: 衣服は年齢によっても必要と

される要素が違うということを

理解し、健康と安全に配慮した着

装について理解できる。 

繊維の種類と特徴と用途、織物・

編物の種類や構造が理解でき，衣

類の入手から処分まで，計画的な

衣生活を営む知識を身につけて

いる。 

衣服を購入する際の表示の見方，

洗濯する際の表示の見方がわか

る。衣服材料・衣服管理・整理に

ついての基礎的な知識を身につ

けている。 

湿式洗濯・乾式洗濯などの洗濯の

種類や，洗剤のはたらきについて

理解できる。 

衣類の製造には，多くのエネルギ

ーが使われていることを知り，衣

類と資源についての関係が理解

できる。洗濯の環境への影響，廃

棄処分における環境への影響を

考え，リユースなど，環境に配慮

した衣生活につなげることがで

きる。私たちの衣生活が世界規模

で営まれていることを理解でき

る。 

b: 快適な衣服の着心地を考え、

購入の際には，表示から必要な情

報を読み取り、適切なものを選択

できる。 

すでに学んだ知識を活かし，適切

な洗濯や手入れができる。衣服管

理において適切な判断ができる。

ファストファッションの問題点

を把握し，自分の行動を見直すこ

とができる。 

 

c: 実習に意欲的に参加し、自ら

技術を習得する努力をしている。

被服管理を実際に行い、自ら課題

を発見し、よりよい方法を見出す

ことを意欲的に行っている。 

定期考査 

 

実技課題 

定 期 考

査 

 

ワークシ

ート 

 

レポート

課題 

授業観察 

 

ワ ー ク シ

ート 

 

振り返り 

 

レ ポ ー ト

課題 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

３
学
期 

食
生
活
を
つ
く
る 

・私たちの食生活と健康 

・５大栄養素 

・その他の食品 

・食品の選択と表示 

・食品の衛生 

・食料自給率と食のグローバ

ル化 

・食の未来と環境への取り組

み 

・食事摂取基準 

・食品群別摂取量の目安 

・献立作成 

・調理の基本 

a: 生活習慣病，摂食障害，月経

異常などと食生活がかかわって

いることを理解できる。 

５大栄養素と水についての人の

からだの中での働き，また，人の

からだの成分についての基礎的

知識を習得できる。 

調味料，香辛料，嗜好食品の種類

と特徴について理解できる。 

特別用途食品や保健機能食品等

の種類と特徴，表示などについて

理解できる。 

食中毒の種類や予防法等につい

て理解する。食品添加物の種類や

その使用の目的について理解す

る。 

栄養・食品に関する科学的な知識

や調理の基礎的な技術を身につ

け，それを実際の食生活に生かす

ことができる。 

調理に関する基本的な調理技術

を身につけ，実際に調理ができる

ようになる。 

" 

b: 食品の旬や食品を選択する際

に必要な品質表示の見方，また，

選択する際のポイントをもとに，

食品を適切に選択することがで

きる。 

食品と栄養，調理との関係におい

て，科学的な視点をもって，知識

を深めようとし、自分にとって必

要な献立を考えられるようにな

る。食品ロスなどにも配慮した食

生活を考えられる。 

食中毒や食品添加物などの知識

をもとに、安全で衛生的な調理や

食事管理ができるようになる。 

調理実習において，作業の流れを

考え，効率について判断しながら

とりくむことができる。 

食事マナーを身につけ，楽しく食

事することができる。 

 

c: 自分の現在の食生活を振り返

り，課題を見つけ，改善にむけて

積極的に取り組もうとしている。

災害食について理解し，自分の家

庭に合わせた状態で取り入れ、実

践しようとしている。 

調理実習においては，積極的に参

加しようとしている。後片付けま

できちんと行っている。 

 

定期考査 

 

定 期 考

査 

 

ワークシ

ート 

 

レポート

課題 

授業観察 

 

ワ ー ク シ

ート 

 

振り返り 

 

レ ポ ー ト

課題 



 

※令和４年度以降入学生用 

住
生
活
を
つ
く
る 

・平面計画からみた住空間 

・ライフステージと住まいの計

画 

・健康に配慮した住まい 

・安全な住まい 

・持続可能な住まい 

・これからの住まい 

a: 平面図が読み取れるようにな

る。個人生活・家事労働・共同生

活・生理衛生，それぞれの空間に

おいての機能を理解できる。 

日照・日射・採光・照明，通風・

換気，騒音，冷暖房など，健康的

な住まい環境における基本的な

知識が身についている。 

自然災害，人為的な災害とその対

策について理解できる。 

b: 空間に自分で適切な家具など

の配置が決定できる。不動産広告

から正しい情報を読み取り，判断

できる。 

ライフステージに応じた住まい

について思考・判断することがで

きる。住まいの清掃やメンテナン

スについて理解し，快適な生活に

つなげることができる。 

自然災害，人為的災害に対して，

防災・減災・防犯対策を講じるこ

とができる 

将来どのような家に住みたいか

シミュレーションし，よりよい住

環境について思考することがで

きる。 

c:住まいにおいて，危険箇所を見

つけるなど課題を見つけ，改善に

向けて積極的に取り組もうとし

ている。 

定期考査 

 

実技課題 

定 期 考

査 

 

ワークシ

ート 

 

レポート

課題 

授業観察 

 

ワ ー ク シ

ート 

 

振り返り 

 

レ ポ ー ト

課題 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

経
済
的
に
自
立
す
る 

・日々の収入・支出を把握す

る 

・社会と家計の変化 

・長期的な経済計画を立てる 

・経済の中の家計 

a: 家計の構成がわかる。収入

と支出の種類と特徴がわかる。

近年の家計の特徴について理

解できる。給与明細の読み方が

わかる。 

保険や金融商品などの種類や

特徴について知識が身につい

ている。 

b:経済的な自立に向けて，長期

的な経済設計が立てられるよ

うになる。給与の使い方をシミ

ュレーションし，思考すること

ができる 

c:家計管理の重要性を理解し，

ライフイベントや生活のリス

クをもとに、意欲的に将来設計

を立てようとしている。 

定期考査 

 

 

定期考査 

 

ワークシー

ト 

 

レポート課

題 

授業観察 

 

ワークシー

ト 

 

振り返り 

 

レポート課

題 
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消
費
行
動
を
考
え
る 

・契約と主体的な消費行動 

・多様化する販売方法と問題

商法，支払方法 

・消費者を守る制度・法律 

・消費者の権利と責任 

・持続可能な社会の構築 

a: 「契約」の基本的なしくみ

を理解できる。自分たちが消費

行動を日々行っている消費者

であることを理解できる。 

多様化する販売方法の種類や

内容、問題商法の種類や対処法

について知識が身についてい

る。 

消費者契約法・特定商取引法な

どの法律，クーリング・オフ制

度や製造物責任法など，消費生

活にかかわる法律・制度を理解

できる。 

クレジットやローンなどの消

費者信用を前提とした支払い

方法のしくみを理解できる。 

多重債務に陥らないために，計

画的に支払うことの大切さが

わかる。 

消費者問題や消費者運動，消費

関連の法律行政、循環型社会を

形成するための法律について

理解できる。 

消費者の権利と責任について

理解できる。 

海洋プラスチック問題や地球

温暖化の現状について理解し、

家庭生活と資源・環境との関

係、環境ラベルについての知識

を身につけている。 

b: 生活情報を収集し，環境に

も配慮した適切な消費行動を

思考・判断できる。問題商法の

被害を未然に防ぎ，早期に解決

するための方法について思

考・判断ができる。 

返済方法や金利の違いによる

差額を実際に計算し，結果から

思考・判断できる。 

SDGs について，身近な例をも

とに思考・判断できる。 

 

c: 身に着けた知識をもとに、

環境に配慮した、主体的な消費

行動をとろうとしている。 

定期考査 

 

 

定期考査 

 

ワークシー

ト 

 

レポート課

題 

授業観察 

 

ワークシー

ト 

 

振り返り 

 

レポート課

題 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


